
   第 31 回人口センサス会議概要 
 

○テーマ：「COVID-19感染症が 2020年ラウンド 人口センサス（国勢調査）とその実施にお

いて与える影響と、それに伴う課題の克服」 

※国連（統計委員会）では、2015 年から 2024 年の期間を「2020 年ラウンド」と呼び、この期間に少

なくとも１回は人口センサス（国勢調査）を実施するよう、各国に勧告している。 

○会議日程 

令和４年 � 午前（9:30～11:30） � 午後（13:00～15:50） 

11 月 

29 日

（火） 

・開会挨拶 

  - 総務省代表者 

  - ANCSDAAP 理事長 

 

・セッション１ 

  基調講演：日本の国勢調査：発展と課題  

・セッション２ 

  2020 年ラウンド人口センサス（国勢調査） 

における COVID-19 の影響 

 

・セッション３ 

  調査実施に関する新たなテクノロジー/ 

代替手法 

 

・ＡＮＣＳＤＡＡＰ理事会 （16:00～17:30） 

30 日

（水） 

� 午前（9:15～12:00） � 午後（13:30～16:15） 

・セッション４ 

  2020 年ラウンド人口センサス（国勢調査） 

実施の概況 

 

・セッション５ 

  データ加工 

・セッション６ 

  データ公表、分析、活用 

 

・セッション７ 

  調査評価 

12 月 

１日 

（木） 

� 午前（9:15～11:00）   

・セッション８ 

  調査計画 

 

・全体セッション及び閉会  

 

 

（参考） 

○アメリカ・アジア・太平洋統計局長会議（ANCSDAAP）の概要 

１ 沿革： ＡＮＣＳＤＡＡＰ（Association of National Census and Statistics Directors of America, Asia 

and the Pacific）は、1991 年にアメリカ合衆国ハワイ州の認可を得て設立された公益法人 
   

２ 活動内容： アメリカ・アジア・太平洋地域の統計機関による情報・アイデア・方法・技術等に関

する意見交換のためのフォーラムや人口センサス会議等の開催 
 

３ 組織： 機関会員である当該地域の各国統計局長から成り、事務局は、現在、韓国統計庁が

務めている。 

（別紙） 

 

※ 


